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欠   まる前者ててが防心恐く か   努楽
か毎すしにえ避  "あ災が怖てら 「力 し
き午 。市いて難返っ無け心は大優し く
ず行   役れい所所た線てがと津興て暮
参わ   所はまにのらかいあ恩波かいら
加れ   の宏す徒人家らる り う のわきせ
しる   支否  。歩との津こでの日 もたる
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